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漢
代
に
お
け
る
『
論
語
』
の
伝
播 

  

湯 

浅 

邦 

弘 

  
 

序 

言 

  

今
か
ら
二
千
数
百
年
前
の
古
代
文
献
が
次
々
に
発
見
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
劇
的
な
事
態
が
こ
の
数
年
、
中
国
で
続
い
て
い
る
。
多

く
は
古
墓
か
ら
の
盗
掘
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
古
代
文
献
で
あ
る

大
量
の
竹
簡
が
流
出
す
る
。
近
年
、
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
、
上
海
博
物
館
が
収
蔵
し
た
戦
国
時
代
の
楚
の
竹
簡
、
い
わ
ゆ

る
「
上
博
楚
簡

し
ゃ
ん
は
く
そ
か
ん

」
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚

竹
書
』
と
し
て
分
冊
方
式
で
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中

に
は
、
『
論
語
』
や
孔
子
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
、
い

く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
。
『
論
語
』
は
最
も
著
名
な
中
国
の
古

典
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
そ
の
成
立
や
伝
承
の
過
程
は
謎
に

包
ま
れ
て
い
る
。 

 

一
方
、
漢
代
初
期
の
墓
か
ら
『
論
語
』
そ
の
も
の
の
写
本
が
出

土
す
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
漢
代
に
お
い
て
『
論
語
』
が
ど
の

地
域
ま
で
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
て
い
た
の
か
を
探
る
有
力
な
手
が

か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
論
語
』
形
成
史
を
考
究
す
る
一
環
と
し

て
、
戦
国
期
に
お
け
る
『
論
語
』
（
あ
る
い
は
そ
の
素
材
）
の
伝

承
の
状
況
を
上
博
楚
簡
に
よ
っ
て
確
認
し
た
上
で
、
特
に
、
漢
代

に
お
け
る
『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
の
伝
播
の
様
相
を
、
二
つ
の
出
土

文
献
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。 

  
 

一
、
上
博
楚
簡
と
『
論
語
』 

  

ま
ず
、
上
博
楚
簡
の
内
、
『
論
語
』
や
孔
子
に
関
わ
る
文
献
を

簡
潔
に
確
認
し
て
み
よ
う
。 

 
『
孔
子
詩
論
』
（
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊

所
収
）
…
…
今
本
『
詩
経
』
の
内
容
と
一
部
類
似
す
る
点
が
あ

り
、
要
所
要
所
に
孔
子
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
は
詩

に
つ
い
て
造
詣
が
深
か
っ
た
と
言
い
た
げ
な
文
献
で
あ
る
。 

 

『
従
政

じ
ゅ
う
せ
い

』
（
第
二
分
冊
所
収
）
…
…
政
治
に
従
事
す
る
際
の
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心
得
を
説
い
た
文
献
。
こ
こ
で
は
、
「
従
政
（
者
）
」
と
「
君

子
」
と
が
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
「
従
政
」
と
は
、

政
治
に
従
事
す
る
と
い
う
意
味
。
そ
の
「
従
政
」
者
・
「
君
子
」

と
は
、
国
政
を
左
右
で
き
る
よ
う
な
地
位
の
人
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
文
献
か
ら
、
儒
家
集
団
の
中
で
、
「
君
子
」
と
孔
子
と
が
同

一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

『
仲

弓

ち
ゅ
う
き
ゅ
う

』
（
第
三
分
冊
所
収
）
…
…
孔
子
が
弟
子
の
仲
弓
の

質
問
に
答
え
る
語
録
。
孔
子
の
政
治
見
解
を
示
す
貴
重
な
資
料
。

他
の
伝
世
文
献
に
は
見
え
な
い
。
仲
弓
は
前
五
二
二
～
？
、
姓
名

は
冉
雍
、
仲
弓
は
そ
の
字
。
孔
門
十
哲
の
一
人
で
、
徳
行
に
す
ぐ

れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

 

『
季
庚
子
問
於
孔
子
（
季
庚
子

き

こ

う

し

孔
子
に
問
う
）
』
（
第
五
分
冊

所
収
）
…
…
魯
の
家
老
季
康
子
（
上
博
楚
簡
の
原
文
は
「
庚
」
と

表
記
す
る
）
と
孔
子
と
が
、
国
の
統
治
に
つ
い
て
問
答
す
る
と
い

う
も
の
。
『
論
語
』
の
中
に
も
、
季
康
子
と
孔
子
の
問
答
は
見
え

る
が
、
こ
こ
と
は
重
な
ら
な
い
。 

 

『
君
子
為
礼

く

ん

し

い

れ

い

』
（
第
五
分
冊
所
収
）
…
…
孔
子
と
弟
子
と
の
問

答
を
中
心
と
す
る
文
献
。
文
中
に
登
場
す
る
人
物
は
、
孔
子
・
顔

淵
・
子
羽
・
子
貢
な
ど
で
あ
る
。
前
半
部
は
孔
子
と
顔
淵
と
の

「
礼
」
と
「
仁
」
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
答
、
後
半
部
は
子
羽
と

子
貢
と
が
、
孔
子
と
鄭
の
宰
相
子
産
の
ど
ち
ら
が
賢
人
で
あ
る
か

と
い
う
内
容
の
問
答
を
行
っ
て
い
る
。 

 

『
弟
子
問

て

い

し

も

ん

』
（
第
五
分
冊
所
収
）
…
…
孔
子
と
弟
子
の
問
答
で

構
成
さ
れ
る
文
献
。
孔
子
と
宰
我
・
顔
淵
、
顔
淵
と
子
由
、
子
羽

と
子
貢
な
ど
の
問
答
を
含
み
、
そ
の
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
ま

た
、
『
論
語
』
学
而
篇
の
「
巧
言
令
色
、
鮮
な
し
仁
」
に
類
似
す

る
文
言
も
見
ら
れ
る
。 

 

『
孔
子
見
季
桓
子
（
孔
子
季
桓
子

き

か

ん

し

に
見ま

み

ゆ
）
』
（
第
六
分
冊
所

収
）
…
…
孔
子
と
魯
の
大
夫
季
桓
子
と
の
談
話
で
構
成
さ
れ
る
文

献
。 

 

『
顔
淵
問
於
孔
子
（
顔
淵
孔
子
に
問
う
）
』
（
第
八
分
冊
所

収
）
…
…
弟
子
の
顔
淵
が
、
国
内
の
政
事
に
従
事
す
る
際
の
要
諦

を
孔
子
に
質
問
す
る
と
い
う
内
容
の
文
献
。 

 

こ
の
内
、
『
論
語
』
に
お
け
る
孔
子
の
言
葉
と
極
め
て
類
似
性

が
高
い
内
容
を
持
つ
『
従
政
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
考
察
を
加

え
た
こ
と
が
あ
る
（
１
）

の
で
、
以
下
で
は
、
『
仲
弓
』
と
『
顔
淵

問
於
孔
子
』
に
つ
い
て
、
そ
の
関
連
性
を
確
認
し
て
み
よ
う
。 

 

ま
ず
、
『
仲
弓
』
は
、
弟
子
の
仲
弓
に
対
し
て
孔
子
が
政
治
上

の
助
言
を
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
孔
子
の
言
葉
と
し
て
四
つ

の
事
項
が
並
列
で
説
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
【 

】
内
は
、
原
文

の
欠
字
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

  
 

仲
尼
【
曰
】
、
老
老
慈
幼
、
先
有
司
、
舉
賢
才
、
宥
過
赦 

 
 

罪
。 

 
 

仲
尼
曰
く
、
老
を
老

う
や
ま

い
幼
を
慈
し
み
、
有
司

ゆ

う

し

を
先
に
し
、 

 
 

賢
才

け
ん
さ
い

を
挙あ

げ
、

過
あ
や
ま
ち

を
宥ゆ

る

し
罪つ

み

を
赦ゆ

る

せ
。 

  

第
一
。
老
人
を
敬
い
幼
児
を
慈
し
む
こ
と
。
第
二
。
有
司
（
役

人
）
に
率
先
し
て
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
。
第
三
。
賢
人
を
登
用
す

る
こ
と
。
第
四
。
多
少
の
過
ち
や
罪
は
許
す
こ
と
。
こ
れ
が
政
治
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の
要
諦
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
言
葉
は
、
『
論
語
』
子
路
篇
に
そ
っ
く
り
の
一
文
が
見
ら

れ
る
。 

  
 

仲
弓
季
氏

き

し

の
宰
と
為
り
、
政
を
問
う
。
子
曰
く
、
「
有
司
を

先
に
し
、
小
過

し
ょ
う
か

を
赦
し
、
賢
才
を
挙
げ
よ
」
。
（
子
路
篇
） 

 
 

仲
弓
が
季
氏
の
長
官
と
な
り
、
政
治
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 

 
 

孔
子
は
答
え
た
。
「
役
人
に
率
先
し
て
や
ら
せ
、
そ
の
結 

 
 

果
、
多
少
の
過
ち
が
あ
っ
て
も
許
し
、
ま
た
、
じ
っ
く
り
観 

 
 

察
し
て
か
ら
賢
人
を
登
用
せ
よ
」
と
。 

  

上
博
楚
簡
『
仲
弓
』
は
、
紀
元
前
三
百
年
頃
ま
で
に
は
成
立
し

た
と
推
定
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
（
２
）

。
『
論
語
』
と
ど
ち
ら
が
早

か
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
よ
く
似
た
言
葉
が
あ
る

以
上
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
充
分
に

推
測
さ
れ
よ
う
。 

 

た
だ
、
『
論
語
』
で
は
、
有
司
（
役
人
）
に
力
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
ま
ず
役
人
に
職
責
を
全
う
さ
せ
て
み
て
、
そ
の
結
果
、
多

少
の
過
ち
が
あ
っ
て
も
許
す
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
『
仲
弓
』
は
、
四
つ
の
事
項
が
す
べ
て
並
列
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
老
人
や
幼
児
へ
の
思
い
や
り
が
第
一
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ど
ち
ら
が
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ

れ
も
伝
承
の
過
程
で
、
孔
子
の
言
葉
に
か
な
り
の
揺
れ
が
生
じ
て

い
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
『
仲
弓
』
に
関
連
し
て
、
『
顔
淵
問
於
孔
子
（
顔
淵
孔
子

に
問
う
）
』
も
注
目
さ
れ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
弟
子
の
顔
淵
（
顔
回
）
が
、
孔
子
に
「
君
子
が
国

内
の
政
治
に
従
事
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
道
が
あ
り
ま
す
か
」

と
問
う
。
孔
子
の
答
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

  
 

孔
子
曰
、
「
敬
宥
過
、
而
【
先
】
有
司
、
老
老
而
慈
幼
、
豫

絞
而
收
貧
、
祿
不
足
則
請
、
有
余
則
辭
。 

 
 

孔
子
曰
く
、
「
敬

つ
つ
し

み
て
過

あ
や
ま

ち
を
宥ゆ

る

し
て
有
司

ゆ

う

し

を
【
先
】
に

し
、
老
を
老

う
や
ま

い
て
幼
を
慈

い
つ
く

し
み
、
絞
を
予
し
て
貧
を
収

め
、
禄ろ

く

足
ら
ざ
れ
ば
則

す
な
わ

ち
請こ

い
、
余あ

ま

り
有
れ
ば
則
ち
辞

す
」
。 

 
 

孔
子
は
言
わ
れ
た
、
「
謹
ん
で
過
失
を
許
し
、
役
人
に
率
先

し
て
や
ら
せ
、
老
人
を
敬
い
幼
児
を
慈
し
み
、
徴
税
を
猶
予

し
て
貧
困
者
を
収
容
し
、
俸
禄
が
不
足
し
て
い
れ
ば
請
求

し
、
余
裕
が
あ
れ
ば
辞
退
す
る
」
。 

  

こ
れ
も
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
や
『
論
語
』
子
路
篇
と
類
似
す

る
が
、
ま
た
微
妙
に
異
な
っ
て
も
い
る
。
共
通
す
る
の
は
、
過
ち

を
許
す
と
い
う
寛
大
な
精
神
と
、
役
人
に
率
先
し
て
や
ら
せ
る
と

い
う
点
で
あ
る
が
、
そ
の
順
番
が
『
論
語
』
と
は
異
な
る
。
ま

た
、
『
論
語
』
や
『
仲
弓
』
に
は
な
い
要
素
と
し
て
、
俸
給
の
過

不
足
へ
の
対
応
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
明
ら
か
に
、
孔
子
集
団
の

内
の
誰
か
が
役
人
と
し
て
採
用
さ
れ
、
国
政
に
従
事
し
た
場
合
を

想
定
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
上
博
楚
簡
と
『
論
語
』
と
の
間
に
は
、
興
味
深
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い
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、
そ
の
微
妙
な
文
言
の
違
い

は
、
伝
承
の
過
程
で
孔
子
の
言
葉
に
一
定
の
揺
ら
ぎ
が
生
じ
て
い

た
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。
孔
子
の
言
葉
は
、
一
直
線
に
『
論

語
』
へ
と
向
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
弟
子
門
人
た
ち
の
様
々
な
伝

承
の
過
程
を
経
て
、
よ
う
や
く
『
論
語
』
と
し
て
完
成
を
見
た
の

で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
複
雑
な
編
纂
の
過
程
を
経

て
、
次
の
漢
代
に
入
り
、
『
論
語
』
は
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
、
定

着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
別

の
新
出
土
文
献
か
ら
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。 

  
 

二
、
定
州
簡
『
論
語
』 

  

新
出
土
文
献
の
発
見
に
よ
っ
て
、
『
論
語
』
編
纂
の
過
程
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
出
土
し
た
戦
国
時

代
の
竹
簡
資
料
に
は
、
『
論
語
』
の
文
言
に
極
め
て
よ
く
似
た
語

句
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
遅
く
と
も
秦
漢
帝
国
成
立
（
紀
元

前
三
世
紀
頃
）
以
前
に
は
、
『
論
語
』
の
素
材
は
さ
ま
ざ
ま
に
流

伝
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

た
だ
、
当
時
、
『
論
語
』
は
、
主
と
し
て
儒
家
の
内
部
で
共
有

さ
れ
る
文
献
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
天
下
に
流
布
し

て
い
く
の
は
、
漢
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
漢
帝
国
は
儒
教
を

国
家
教
学
と
し
て
尊
重
し
た
。
国
家
の
後
ろ
盾
を
得
て
、
『
論

語
』
は
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
様
相
の
一
端
を
示
す
新
資
料
が
、
近
年
発
見
さ
れ
た
。
ま

ず
は
定
州
漢
墓
竹
簡
『
論
語
』
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
、
河
北
省

定
州
市
で
発
見
さ
れ
た
前
漢
の
中
山
懐
王
劉
脩
の
墓
か
ら
出
土
し

た
竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
存
最
古
の
『
論
語
』
写
本

で
あ
る
。
こ
の
墓
は
、
前
漢
末
に
盗
掘
に
あ
っ
た
が
、
盗
掘
者
が

火
災
を
引
き
起
こ
し
、
逃
亡
し
た
た
め
、
墓
中
の
副
葬
品
は
残
さ

れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
火
災
に
よ
っ
て
竹
簡
は
散
乱
断
裂
し
、

炭
化
し
た
竹
簡
の
文
字
は
不
明
瞭
と
な
っ
た
。 

 

そ
れ
が
、
二
千
年
の
時
を
経
て
、
一
九
七
三
年
に
発
見
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
翌
一
九
七
四
年
、
竹
簡
は
中
国
の
国
家
文
物
局
に
移

送
さ
れ
、
保
護
と
整
理
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
七
六
年
六
月
、
中

国
の
文
物
出
版
社
が
学
者
を
招
き
、
河
北
省
か
ら
も
人
員
が
出

て
、
定
州
漢
墓
竹
簡
の
整
理
に
協
力
し
た
。
竹
簡
の
整
理
は
、
竹

簡
一
本
ご
と
の
内
容
を
カ
ー
ド
一
枚
に
抄
録
す
る
方
法
で
進
め
ら

れ
た
が
、
同
年
七
月
の
唐
山
大
地
震
で
中
止
と
な
り
、
竹
簡
の
一

部
が
散
乱
し
毀
損
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
の
抄
録
作
業
に
よ
っ

て
、
す
で
に
、
『
論
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
文
献
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
。 

 

一
九
八
〇
年
四
月
、
国
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
の
主
催
に
よ

り
、
定
州
漢
簡
の
釈
読
事
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず

『
論
語
』
の
整
理
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
三
年
、

『
論
語
』
の
釈
文
と
校
勘
記
が
完
成
し
、
よ
う
や
く
公
開
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

竹
簡
は
全
六
二
〇
余
枚
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
事
情
で
残
簡
が

多
い
。
簡
長
は
一
六
．
二
セ
ン
チ
（
当
時
の
七
寸
）
、
幅
〇
．
七

セ
ン
チ
、
字
数
は
一
簡
あ
た
り
一
九
～
二
一
字
が
記
さ
れ
て
い
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る
。
竹
簡
に
は
上
中
下
の
三
箇
所
に
竹
簡
を
綴
じ
た
横
糸
（
三
道

編
綫
）
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
総
字
数
は
七
五
七
六
字
で
、
今
に

伝
わ
る
『
論
語
』
の
二
分
の
一
弱
の
分
量
で
あ
る
。 

 

中
山
懐
王
劉
脩
は
前
漢
宣
帝
の
五
鳳
三
年
（
紀
元
前
五
五
年
）

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
紀
元
前
五
五
年
を

下
限
と
す
る
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
亡
く
な
っ

た
年
に
筆
写
し
て
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
恐
ら
く

は
、
劉
脩
自
身
が
生
前
大
切
に
し
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
前
漢
高
祖

（
劉
邦
）
期
頃
に
筆
写
さ
れ
た
写
本
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て

い
る
（
３
）

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
す
で
に
当
時
、
ほ
ぼ
現
在
の
よ

う
な
内
容
を
持
つ
『
論
語
』
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

学
而
篇
か
ら
堯
曰
篇
ま
で
、
す
べ
て
の
篇
が
一
応
残
っ
て
い
る

が
、
総
字
数
か
ら
推
測
さ
れ
る
と
お
り
、
篇
に
よ
っ
て
は
わ
ず
か

な
分
量
し
か
残
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
最
も
少
な
い
の
は
学

而
篇
で
、
わ
ず
か
二
十
字
。
最
多
は
衛
霊
公
篇
の
六
九
四
字
で
、

現
行
本
の
七
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
（
４
）

。 

 

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
こ
の
定
州
簡
『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
は
、

現
行
本
『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
と
内
容
的
に
は
大
差
が
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
異
体
字
や
誤
脱
な
ど
は
多
く
、
細
か
な
も
の
ま
で
含
め
れ

ば
、
異
同
は
全
部
で
七
百
箇
所
以
上
に
も
の
ぼ
る
。
ま
た
、
章
の

区
分
け
に
つ
い
て
も
現
行
本
と
異
な
る
点
が
多
い
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
明
ら
か
に
現
行
本
の
祖
本
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
内
容
は
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
、
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
興
味
深
い
違
い
も
あ
る
の
で
、

検
討
を
加
え
て
み
よ
う
（
５
）

。 

 

な
お
、
以
下
、
「
…
…
」
部
分
は
、
竹
簡
の
断
裂
に
よ
り
、
文

字
お
よ
び
文
字
数
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
、
［ 

］
内
の

文
字
は
、
唐
山
大
地
震
の
前
に
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
竹
簡
の
損
壊
に
よ
っ
て
確
認
で
き
な
い
語
句
、
【 

】
内

の
文
字
は
、
竹
簡
本
で
は
確
認
で
き
ず
、
現
行
本
な
ど
に
よ
っ
て

補
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
該
当
章
の
『
論
語
』

現
行
本
（
原
文
・
書
き
下
し
文
）
を
先
に
あ
げ
、
そ
の
後
に
竹
簡

本
を
掲
げ
て
対
照
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

 

ま
ず
は
、
文
字
の
異
同
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 

子
曰
、
「
為
政
以
德
、
譬
如
北
辰
居
其
所
、
而
衆
星
共 

 
 

之
」
。
（
為
政
篇
） 

 
 

子
曰
く
、
「
政
を
為
す
に
徳
を
以
て
す
れ
ば
、
譬た

と

え
ば
北
辰

ほ
く
し
ん 

 
 

の
其
の
所
に
居い

て
、
衆
星

し
ゅ
う
せ
い

の
之
に
共

き
ょ
う

す
る
が
如ご

と

し
」
。 

  

こ
れ
に
対
応
す
る
竹
簡
本
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

  
 

子
曰
、
「
為
正
以
德
、
辟
如
北
辰
…
… 

  
大
き
な
違
い
で
は
な
い
が
、
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
対
照
し
て
み

る
と
、
竹
簡
本
は
、
「
政
」
を
「
正
」
に
、
ま
た
、｢

譬
」
を

「
辟
」
に
記
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
両
方
の
文
字

の
音
が
同
じ
で
字
形
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
相
互
に
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通
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

 

同
様
の
現
象
は
多
数
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
有
名
な
「
温
故
知

新
」
章
も
次
の
通
り
で
あ
る
。 

  
 

子
曰
、
「
温
故
而
知
新
、
可
以
為
師
矣
」
。
（
為
政
篇
） 

 
 

子
曰
く
、
「
故
き
を
温

あ
た
た

め
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
以
て 

 
 

師
為

し

た

る
べ
し
」
。 

  

こ
れ
が
竹
簡
本
に
な
る
と
、
こ
う
記
さ
れ
る
。 

  
 

…
…
…
温
故
而
智
新
、
可
以
為
師
矣
。 

  

つ
ま
り
、
「
知
」
と
「
智
」
の
通
用
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
音
通
や
字
形
の
類
似
に
よ
る
通
用
関
係
は
多
数
見

ら
れ
る
。
我
々
の
想
像
以
上
に
、
当
時
は
緩
や
か
に
文
字
が
通
用

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

誤
写
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。 

  
 

子
曰
、
「
攻
乎
異
端
、
斯
害
也
已
矣
」
。
（
為
政
篇
） 

 
 

子
曰
く
、
「
異
端

い

た

ん

を
攻
む
る
は
、
斯こ

れ
害
あ
る
の
み
」
。 

  

こ
の
部
分
、
竹
簡
本
で
は
、
こ
う
な
っ
て
い
る
。 

  
 

子
曰
、
「
功
乎
異
端
、
斯
害
也
已
」
。 

 

「
功
」
は
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
攻
乎
異
端
」
は
異
端
を
治
め
る
（
専
攻
の
攻
）
と
い
う
理
解
と

異
端
を
攻
撃
す
る
と
い
う
解
釈
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

異
端
に
対
し
て
批
判
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
な

お
、
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
竹
簡
本
は
、｢

異
端
に
功
あ
り
と

す
る
は
」
と
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
そ
の
場
合
も
、
異
端
に
功

績
が
あ
る
と
評
価
す
る
よ
う
な
こ
と
は
害
悪
だ
と
い
う
意
味
に
な

り
、
結
果
的
に
は
大
差
が
な
く
な
る
。
た
だ
、
恐
ら
く
は
誤
写
で

あ
ろ
う
。 

 

次
に
、
誤
写
か
ど
う
か
判
断
に
苦
し
む
も
の
も
あ
る
。
例
え

ば
、
「
社
」
と
「
主
」
と
の
違
い
で
あ
る
。 

  
 

哀
公
問
社
於
宰
我
。
宰
我
對
曰
、
「
夏
后
氏
以
松
、
殷
人
以 

 
 

柏
、
周
人
以
栗
。
曰
、
使
民
戰
栗
」
。
（
八
佾
篇
） 

 
 

哀
公

あ
い
こ
う

、
社し

ゃ

を
宰
我

さ

い

が

に
問
う
。
宰
我
対こ

た

え
て
曰
く
、
「
夏
后
氏

か

こ

う

し 

 
 

は
松
を
以
て
し
、
殷
人

い
ん
ひ
と

は
柏は

く

を
以
て
し
、
周
人

し
ゅ
う
ひ
と

は
栗く

り

を
以 

 
 

す
。
曰
く
、
民
を
し
て
戦
栗

せ
ん
り
つ

せ
し
む
」
。 

  
 

［
哀
］
公
問
主
於
宰
我
。
對
曰
、
夏
后
氏
以
松
、
殷
人
…

…
［
以
栗
、
曰
］
、
使
民
戰
栗
也
。 

  
漢
代
に
は
、
「
魯
論
」
「
斉
論
」
「
古
論
」
と
い
う
三
つ
の

『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
が
並
行
し
て
い
た
。
そ
の
内
、
「
魯
論
」
は

こ
の
冒
頭
部
分
を
「
問
主
（
主
を
問
う
）
」
に
作
っ
て
い
た
と
さ

れ
る
。
だ
が
、
「
古
論
」
で
は
「
問
社
（
社
を
問
う
）
」
と
記

し
、
や
が
て
そ
う
記
す
テ
キ
ス
ト
が
定
着
し
て
い
っ
た
。
「
社
」
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と
す
る
と
、
土
地
神
を
祭
る
や
し
ろ
の
意
味
に
な
る
が
、
定
州
簡

や
「
魯
論
」
で
は
、
木
「
主
」
（
位
牌
）
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
単
な
る
誤
写
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
味
内
容
の
違
い
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

ま
た
、
時
代
を
反
映
し
た
文
字
の
相
違
も
見
ら
れ
る
。 

  
 

邦
君
為
兩
君
之
好
、
有
反
坫
。
管
氏
亦
有
反
坫
。
（
八
佾 

 
 

篇
） 

 
 

邦
君
は
両
君
の
好
を
為
す
に
、
反
坫

は
ん
て
ん

有
り
。
管
氏
も
亦
た
反 

 
 

坫
有
り
。 

  

孔
子
が
「
管
仲
の
器
は
小
な
る
か
な
」
と
、
斉
の
管
子
を
批
評

し
た
有
名
な
一
章
で
あ
る
。
竹
簡
本
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
記

す
。 

  
 

國
君
為
兩
君
之
好
、
有
反
坫
。
管
氏
…
… 

  

注
目
し
た
い
の
は
、
冒
頭
の
「
邦
君
」
と
「
国
君
」
の
違
い
で

あ
る
。
意
味
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
「
く
に
」
の
字
が
異
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
竹
簡
本
が
漢
の
高
祖
劉
邦
の
諱
を
避
け
て
、

「
邦
」
を
「
國
」
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
「
避

諱
」
の
現
象
で
あ
る
。 

 

一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
で
発
見
さ
れ
た
『
老
子
』
テ
キ
ス

ト
で
も
、
「
邦
」
と
記
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
國
」
に
書
い
て
い

る
。
こ
の
ル
ー
ル
は
漢
代
に
は
定
着
し
、
歴
代
王
朝
に
も
引
き
継

が
れ
た
。
定
州
簡
『
論
語
』
は
、
こ
う
し
た
避
諱
の
ル
ー
ル
が
定

着
し
始
め
た
前
漢
初
期
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
定
州

簡
本
の
中
に
は
、
「
邦
」
字
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
こ
の
ル
ー
ル
が
ま
だ
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
分
か
る

（
６
）

。
た
だ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
時
代
を
教
え
て
く
れ

る
現
象
で
あ
る
。 

 

一
方
、
個
々
の
文
字
で
は
な
く
、
分
章
（
章
の
区
切
り
）
に
つ

い
て
新
た
な
知
見
を
提
供
し
て
く
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
ま
ず
、
現

行
本
の
二
つ
の
章
を
連
続
し
て
示
し
て
み
よ
う
。 

  
 

見
齊
衰
者
、
雖
狎
、
必
變
。
見
冕
者
與
瞽
者
、
雖
褻
、
必
以 

 
 

貌
。
兇
服
者
式
之
。
式
負
版
者
。
有
盛
饌
、
必
變
色
而
作
。 

 
 

迅
雷
風
烈
、
必
變
。
（
郷
党
篇
） 

 
 

斉
衰

し

さ

い

の
者
を
見
て
は
、
狎な

れ
た
り
と
雖

い
え
ど

も
、
必
ず
変
ず
。 

 
 

冕
者

ぺ
ん
し
ゃ

と
瞽
者

こ

し

ゃ

と
を
見
て
は
、
褻せ

つ

と
雖
も
、
必
ず
貌

か
た
ち

を
以
て 

 
 

す
。
凶
服

き
ょ
う
ふ
く

の
者
に
は
之
に
式

し
ょ
く

す
。
負
版

ふ

ば

ん

の
者
に
式
す
。 

 
 

盛
饌

せ
い
せ
ん

有
れ
ば
、
必
ず
色
を
変
じ
て
作た

つ
。
迅
雷
風
烈

じ
ん
ら
い
ふ
う
れ
つ

に
は
、 

 
 

必
ず
変
ず
。 

  
 

升
車
、
必
正
立
執
綏
。
車
中
不
内
顧
、
不
疾
言
、
不
親
指
。 

 
 

（
郷
党
篇
） 

 
 

車
に
升の

ぼ

る
に
は
、
必
ず
正
し
く
立
ち
て
綏す

い

を
執
る

と

。
車
の
中 

 
 

に
て
は
内
顧

な

い

こ

せ
ず
、
疾
言

し
つ
げ
ん

せ
ず
、
親
指

し

ん

し

せ
ず
。 

  

前
の
章
は
、
孔
子
が
相
手
に
よ
っ
て
行
動
を
改
め
た
こ
と
を
記
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し
、
後
の
章
で
は
、
車
に
乗
る
と
き
の
所
作
を
記
し
て
い
る
。
こ

の
二
つ
の
章
は
、
現
行
本
で
は
、
右
の
よ
う
に
分
章
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
定
州
簡
『
論
語
』
で
は
、
一
つ
の
章
と
し
て
連

続
し
て
筆
写
さ
れ
て
い
る
。 

 

実
は
、
こ
の
章
の
二
つ
前
の
章
に
は
、
「
曰
く
、
我
に
於
い
て

殯
せ
よ
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
、
「
寝

ぬ
る
に
尸
せ
ず
、
居
る
に
客

か
た
ち

づ
く
ら
ず
」
と
い
う
孔
子
の
様
子

を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
章
が
あ
る
の
で
、
こ
の
「
斉
衰
の
者
を
見

て
は
」
の
章
も
孔
子
の
言
動
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
だ
が
、
後
の
章
は
、
「
孔
子
」
と
は
書
い
て
な
い
の

で
、
孔
子
の
言
動
な
の
か
、
一
般
論
な
の
か
、
判
断
に
苦
し
む
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
州
簡
の
よ
う
に
連
続
し
て
筆
写
し
て

あ
る
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
般
論
で
は
な
く
、
孔
子
の
礼
の

所
作
を
具
体
的
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

『
論
語
』
の
各
章
を
ど
の
よ
う
に
区
切
る
の
か
と
い
う
の
は
時
に

大
き
な
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
箇
所
な
ど
は
、
竹
簡
本
の
記
載
に

よ
っ
て
、
意
味
内
容
が
よ
り
明
確
と
な
る
端
的
な
一
例
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
分
章
の
違
い
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

最
も
章
数
の
少
な
い
堯
曰
篇
で
は
、
現
行
本
が
三
章
に
分
け
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
竹
簡
本
は
、
末
尾
に
「
凡
二
章
、
凡
三
百

廿
二
字
」
と
二
章
に
分
け
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
章
の

区
切
り
に
関
し
て
は
、
少
な
か
ら
ぬ
違
い
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。 

 

こ
う
し
た
現
象
が
生
ず
る
の
は
、
現
在
の
テ
キ
ス
ト
の
よ
う

に
、
章
が
改
ま
る
と
一
行
あ
け
た
り
、
改
行
し
た
り
し
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。
当
時
の
書
写
の
通
例
に
よ
れ
ば
、
竹
簡
に
筆
写
す
る

際
、
分
章
は
「
・
」
印
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
空
白
を
取
ら
ず
、
続

い
て
次
の
章
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
献
そ
の
も
の
が
終
了
す

る
場
合
に
は
、
墨
節

ぼ
く
せ
つ

と
い
っ
て
「
■

」
と
い
う
記
号
を
付
け
た

り
、
墨
釘

ぼ
く
て
い

と
呼
ば
れ
る
「
■

」
の
よ
う
な
記
号
を
打
っ
て
、
そ
の

後
を
空
白
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
分
章
に
つ
い
て

は
、
い
ち
い
ち
大
き
く
改
行
し
た
り
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
「
・
」
印
を
付
け
忘
れ
た
り
、
逆
に
多
め
に
付
け
た
り
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

最
後
に
、
孔
子
の
呼
称
の
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
、
孔
子
に
つ
い
て
、
『
論
語
』
前
半
で
は
「
子
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
の
に
、
後
半
に
な
る
と
「
孔
子
」
と
さ
れ
る
場
合

が
多
い
の
で
、
こ
こ
に
編
纂
時
期
の
差
異
を
見
よ
う
と
す
る
立
場

も
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
子
」
と
は
、
直
接
「
先
生
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
わ
け
で
、
先
生
と
弟
子
た
ち
の
親
密
な
関
係
を
想
起
さ
せ

る
。
だ
が
、
「
孔
子
」
と
記
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
が
い
る
中

で
、
そ
れ
ら
と
区
別
す
る
た
め
に
あ
え
て
「
孔
先
生
」
と
呼
ん
で

い
る
わ
け
で
、
少
し
師
弟
の
間
に
距
離
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
『
論
語
』
の
前
半
と
後
半
は
別
の
集
団
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
時
間
的
に
は
、
前
半
が
後
半
よ
り
早
い

と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。 

 
そ
れ
で
は
、
定
州
簡
『
論
語
』
で
は
、
こ
の
呼
称
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
進
篇
の
一
章
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。 

  
 

季
路
問
事
鬼
神
。
子
曰
、
「
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
」
。 
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曰
、
「
敢
問
死
」
。
曰
、
「
未
知
生
、
焉
知
死
」
。
（
先
進 

 
 

篇
） 

 
 

季
路

き

ろ

鬼
神
に
事つ

か

え
ん
こ
と
を
問
う
。
子
曰
く
、
「
未
だ
人
に 

 
 

事
う
る
こ
と
能
わ
ず
。
焉い

ず

く
ん
ぞ
能
く
鬼
に
事
え
ん
」
。
曰 

 
 

く
、
「
敢
え
て
死
を
問
う
」
。
曰
く
、
「
未
だ
生
を
知
ら 

 
 

ず
。
焉
く
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
」
。 

  

子
路
が
「
鬼
神
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
有
名
な
章
で
あ
る
。
こ

れ
が
竹
簡
本
で
は
こ
う
記
さ
れ
る
。 

  
 

【
季
】
路
問
事
鬼
神
。
孔
子
曰
、
「
未
能
事
人
焉
能
事

鬼
」
。
曰
、
「
敢
…
…
死
」
。
曰
、
「
未

生
、
焉


死
」
。 

  

こ
こ
で
は
、
「
孔
子
」
と
「

」
の
字
が
注
目
さ
れ
る
。

「

」
は
「
智
」
の
古
い
字
形
で
あ
る
か
ら
、
古
今
の
字
形
が

通
用
し
て
い
た
と
考
え
て
何
ら
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

現
行
本
が
「
子
」
と
す
る
所
を
竹
簡
本
は
「
孔
子
」
と
記
し
て
い

る
。 

 

実
は
、
「
孔
子
」
と
「
子
」
の
使
い
分
け
は
、
竹
簡
本
で
は
、

そ
れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
子
」
と
「
孔
子
」

の
使
い
分
け
だ
け
に
よ
っ
て
、
『
論
語
』
の
構
造
や
成
立
時
期
を

論
断
す
る
の
は
、
甚
だ
危
険
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
竹
簡
本

は
教
え
て
く
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
定
州
簡
『
論
語
』
に
は
、
個
々
の
文
字
、
分

章
、
呼
称
な
ど
に
つ
い
て
、
現
行
本
と
細
か
な
違
い
が
多
く
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
ほ
ぼ

現
行
本
と
同
じ
テ
キ
ス
ト
が
す
で
に
漢
代
初
期
に
定
着
し
て
い
た

こ
と
も
分
か
る
。 

 

だ
が
、
こ
の
一
つ
の
写
本
の
発
見
だ
け
に
よ
っ
て
、
『
論
語
』

の
完
成
と
定
着
を
強
調
し
て
良
い
の
か
。
今
少
し
慎
重
な
判
断
も

必
要
で
あ
ろ
う
。
定
州
簡
『
論
語
』
は
、
現
在
の
河
北
省
定
州
市

か
ら
の
出
土
資
料
で
あ
る
。
し
か
も
、
中
山
王
の
墓
か
ら
の
出
土

文
献
で
あ
る
。
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
た
ま
た
ま
、
こ
の
中
山

王
だ
け
が
『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
、
も
う
一
つ
の
出
土
文
献
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
論
語
』
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
て
い
た

の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。 

  
 

三
、
平
壌
簡
『
論
語
』 

  

一
九
九
〇
年
代
の
初
め
、
北
朝
鮮
の
平
壌

へ
い
じ
ょ
う

（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）

市
楽
浪

ら
く
ろ
う

区
域
統
一
街
の
貞
柏
洞

て
い
は
く
ど
う

三
六
四
号
墳
か
ら
『
論
語
』
の
写

本
が
出
土
し
た
。
「
楽
浪
」
と
は
、
前
漢
の
武
帝
が
紀
元
前
一
〇

八
年
に
衛
氏
朝
鮮
を
平
定
し
て
設
置
し
た
四
つ
の
郡
の
内
の
一
つ

で
あ
る
。
当
時
の
中
国
（
漢
）
の
領
域
と
し
て
は
、
最
も
辺
境
に

位
置
し
て
い
た
と
言
っ
て
良
い
。 

 

発
見
さ
れ
た
墓
は
前
漢
時
代
の
も
の
で
、
同
墓
に
副
葬
さ
れ
て

い
た
戸
籍
簿
に
、
元
帝
初
元
四
年
（
紀
元
前
四
五
）
の
記
載
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
論
語
』
は
、
前
漢
元
帝
期
以
前
の
写
本
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で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
前
章
で
取
り
上
げ
た
定
州
簡

『
論
語
』
は
、
前
漢
初
期
の
テ
キ
ス
ト
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
平
壌
簡
『
論
語
』
は
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
、
や
や
後
の
写

本
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

平
壌
簡
『
論
語
』
は
、
全
三
九
枚
と
残
簡
五
枚
の
計
四
四
枚
か

ら
な
り
、
先
進
篇
三
三
枚
、
五
八
九
字
。
顔
淵
篇
一
一
枚
、
一
六

七
字
。
現
在
の
『
論
語
』
先
進
篇
・
顔
淵
篇
の
約
三
分
の
一
の
量

で
あ
る
（
７
）

。
『
論
語
』
二
十
篇
の
う
ち
、
わ
ず
か
二
篇
が
発
見

さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
漢
期
に
す
で
に
楽
浪
郡
と

い
う
辺
境
地
に
『
論
語
』
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
明

ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
平
壌
簡
『
論
語
』
の
先
進
篇
・
顔
淵
篇
を
現
行

本
の
該
当
箇
所
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
結
論
か
ら
先

に
言
え
ば
、
こ
れ
も
、
先
の
定
州
簡
『
論
語
』
の
場
合
と
同
じ

く
、
多
々
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
大
同
小
異
に
過
ぎ
な
い

こ
と
が
分
か
る
。 

 

以
下
、
「
…
…
」
部
分
は
、
定
州
簡
『
論
語
』
の
場
合
と
同

様
、
竹
簡
の
断
裂
に
よ
り
、
文
字
お
よ
び
文
字
数
が
確
認
で
き
な

い
こ
と
を
示
し
、
□
□
は
、
文
字
数
を
推
定
で
き
る
も
の
の
文
字

そ
の
も
の
を
確
認
で
き
な
い
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、

【 

】
内
の
文
字
は
、
平
壌
簡
本
で
は
竹
簡
の
断
裂
な
ど
に
よ
り

確
認
で
き
な
い
が
、
現
行
本
な
ど
を
参
照
し
て
補
え
る
文
字
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。 

 

ま
ず
、
文
字
の
異
同
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
定
州
簡
『
論
語
』

と
同
じ
く
、
当
時
は
か
な
り
緩
や
か
な
文
字
の
通
用
関
係
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。 

  
 

顏
淵
死
。
顏
路
請
子
之
車
以
為
之
椁
。
子
曰
、
「
才
不
才
、 

 
 

亦
各
言
其
子
也
。
鯉
也
死
。
有
棺
而
無
椁
。
吾
不
徒
行
以
為 

 
 

之
椁
。
以
吾
從
大
夫
之
後
、
不
可
徒
行
也
」
。
（
先
進
篇
） 

 
 

顔
淵
死
す
。
顔
路

が

ん

ろ

、
子
の
車
以
て
之こ

れ

が
椁か

く

を
為つ

く

ら
ん
こ
と
を 

 
 

請こ

う
。
子
曰
く
、
「
才さ

い

も
不
才

ふ

さ

い

も
、
亦
た
各
々
其
の
子
と
言 

 
 

う
な
り
。
鯉り

や
死
す
。
棺か

ん

有
り
て
椁か

く

無
し
。
吾
徒
行

わ

れ

と

こ

う

し
て
以 

 
 

て
之
が
椁
を
為
ら
ず
。
吾
大
夫

た

い

ふ

の
後の

ち

に
従
う
を
以
て
、
徒
行 

 
 

す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
。 

  

有
名
な
顔
淵
（
顔
回
）
の
死
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。
「
才
」

の
字
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
平
壌
竹
簡
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。 

  
 

顏
淵
死
。
顏
路
請
子
之
車
。
孔
子
曰
、
「
材
不
材
、
亦
各

其
子
也
。
鯉
也
死
、
有
棺
無
椁
。
吾
不
徒
行
以
為
之
椁
。

以
吾
從
大
夫
…
… 

  

文
意
に
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
竹
簡
本
は
冒
頭
の
「
以
為
之

椁
（
之
が
椁
を
為
る
）
」
を
省
略
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
現
行
本
に
「
才
」
と
あ
る
箇
所
を
「
材
」
に
記
し
て
お
り
、

「
材
」
と
「
才
」
と
が
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
発
音
も

同
じ
で
字
形
も
似
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

同
じ
く
、
顔
淵
の
死
の
場
面
。
今
度
は
、
「
慟
」
と
「
動
」
の
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通
用
で
あ
る
。 

  
 

顏
淵
死
。
子
哭
之
慟
。
從
者
曰
、
「
子
慟
矣
」
。
曰
、
「
有 

 
 

慟
乎
。
非
夫
人
之
為
慟
而
誰
為
」
。
（
先
進
篇
） 

 
 

顔
淵
死
す
。
子
之こ

れ

を
哭こ

く

し
て
慟ど

う

す
。
従
者
曰
く
、
「
子
慟
せ 

 
 

り
」
。
曰
く
、
「
慟
す
る
こ
と
有
る
か
。
夫か

の
人
の
為た

め

に
慟 

 
 

す
る
に
非
ず
し
て
、
誰
が
為
に
か
せ
ん
」
。 

  

「
慟
哭
」
と
熟
し
て
今
で
も
使
う
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
竹

簡
本
は
次
の
よ
う
に
記
す
。 

  
 

顏
淵
死
。
子
哭
之
動
。
從
者
曰
、
「
子
動
矣
」
。
子
曰
、 

 
 

「
有
動
乎
哉
。
非
…
… 

  

現
行
本
が
「
慟
」
と
す
る
所
を
す
べ
て
「
動
」
と
記
し
て
い

る
。
慟
哭
は
、
声
を
上
げ
、
身
を
震
わ
せ
て
激
し
く
泣
く
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
「
動
」
で
も
意
味
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、

直
前
に
「
哭
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
「
慟
」
の
方
が
相
応
し

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
慟
」
と
「
動
」
が
通
用
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。 

 

次
も
、
漢
字
の
構
成
要
素
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
通
用
関
係

で
あ
る
。
初
め
が
現
行
本
、
後
が
竹
簡
本
で
あ
る
。 

  
 

閔
子
侍
側
、
誾
誾
如
也
。
子
路
行
行
如
也
。
冉
有
・
子
貢
侃 

 
 

侃
如
也
。
子
樂
。
「
若
由
也
、
不
得
其
死
然
」
。
（
先
進 

 
 

篇
） 

 
 

閔
子

び

ん

し

側
か
た
わ
ら

に
侍じ

す
。
誾
誾
如

ぎ
ん
ぎ
ん
じ
ょ

た
り
。
子し

路ろ

行
行
如

こ
う
こ
う
じ
ょ

た
り
。 

 
 

冉
有

ぜ
ん
ゆ
う

・
子
貢

し

こ

う

侃
侃
如

が
ん
が
ん
じ
ょ

た
り
。
子し

楽
し
む
。
「
由ゆ

う

の
若ご

と

き
は
、 

 
 

其そ

の
死
を
得え

ざ
ら
ん
」
。 

  
 

閔
子
侍
則
、
訢
訢
如
也
。
子
【
路
行
行
】
如
也
。
冉
子
・
子 

 
 

貢
【
衍
衍
】
如
也
。
子
樂
曰
、
「
若
由
也
、
□
不
【
得
】
其 

 
 

【
死
然
】
」
。 

  

現
行
本
で
「
側
」
と
な
っ
て
い
る
文
字
を
竹
簡
本
は
「
則
」
と

記
す
。
ま
た
、
現
行
本
で
「
誾
誾
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
を
竹
簡

本
は
「
訢
訢
」
に
記
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
箇
所
を
定
州
簡
本
で

は
「
言
言
」
と
簡
略
に
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
言
」
を
共
通
要
素
と
す
る
緩
や
か
な
通
用
関
係
が
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。 

 

少
し
分
か
り
づ
ら
い
の
は
、
「
而
」
と
「
如
」
で
あ
る
。 

  
 

季
氏
富
於
周
公
。
而
求
也
為
之
聚
斂
而
附
益
之
。
子
曰
、 

 
 

「
非
吾
徒
也
、
小
子
鳴
鼓
而
攻
之
、
可
也
」
。
（
先
進
篇
） 

 
 

季
氏

き

し

周
公
よ
り
富
め
り
。
而
し
て
求
や
之こ

れ

が
為た

め

に
聚
斂

し
ゅ
う
れ
ん

し 

 
 

て
之
に
附
益

ふ

え

き

す
。
子
曰
く
、
「
吾
が
徒
に
非
ざ
る
な
り
。 

 
 

小
子
鼓

し
ょ
う
し
つ
づ
み

を
鳴
ら
し
て
之
を
攻
め
て
、
可
な
り
」
。 

  

魯
の
家
老
の
季
氏
の
贅
沢
を
、
孔
子
が
批
判
す
る
章
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
現
行
本
は
接
続
詞
の
「
而
（
而
し
て
）
」
を
使
っ
て
い
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る
が
、
竹
簡
本
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

  
 

…
…
也
、
小
子
【
鳴
鼓
】
如
攻
之
、
【
可
也
】
」
。 

  

つ
ま
り
、
現
行
本
が
「
而
」
と
す
る
箇
所
を
「
如
」
と
す
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
、
「
如ご

と

し
」
と
か
「
如も

し
」
の
よ
う
に

読
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
古
代
文
献
で
は
、

「
如
」
と
「
而
」
と
は
通
用
す
る
。 

 

例
え
ば
、
『
韓
非
子
』
の
用
例
。 

  
 

皆
安あ

ん

利り

に
就つ

き
て
危
窮

き
き
ゅ
う

を
辟さ

く
。 

皆
就
安
利
如
辟
危
窮
。 

 
 

（
『
韓
非
子
』
五
蠧
篇
） 

  

こ
の
漢
文
の
「
就
安
利
」
と
「
辟
危
窮
」
の
間
に
「
如
」
の
字

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
接
続
詞
の｢

而
（
而
し
て
）
」
と
同

じ
用
法
で
あ
る
。 

 

現
代
中
国
で
の
代
表
的
な
注
釈
書
で
あ
る
陳
奇
猷
『
韓
非
子
集

釈
』
も
、
こ
の
部
分
に
注
を
付
け
、
「
如
は
猶
お
而
の
ご
と
き
な

り
」
と
明
快
に
説
明
し
て
い
る
。
『
論
語
』
で
も
、
そ
う
し
た
通

用
が
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

一
方
、
顔
淵
篇
で
も
、
短
い
章
の
中
に
、
い
く
つ
も
文
字
の
異

同
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。 

  
 

子
張
問
政
。
子
曰
、
「
居
之
無
倦
、
行
之
以
忠
」
。
（
顔
淵 

 
 

篇
） 

 
 

子
張
政
を
問
う
。
子
曰
く
、
「
之
に
居お

り
て
倦う

む
こ
と
無 

 
 

く
、
之
を
行
う
に
忠
を
以
て
す
」
。 

  

弟
子
の
子
張
が
政
治
に
つ
い
て
孔
子
に
質
問
す
る
章
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
竹
簡
本
は
こ
う
記
す
。 

  
 

子
張
問
正
。
子
曰
、
「
【
居
】
之
毋
【
倦
】
、
行
以
中
」
。 

  

対
比
し
て
み
る
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
。 

  
 

現
行
本
…
…
「
政
」 

「
無
」 

「
忠
」 

 
 

竹
簡
本
…
…
「
正
」 

「
毋
」 

「
中
」 

  

「
政
」
と
「
正
」
の
通
用
は
、
定
州
簡
『
論
語
』
で
も
見
ら
れ

た
が
、
同
様
の
現
象
が
こ
こ
で
も
確
認
さ
れ
る
。
「
無
」
と

「
毋
」
は
同
じ
意
味
の
否
定
詞
、
「
忠
」
と
「
中
」
は
字
形
が
近

く
、
音
が
同
じ
こ
と
に
よ
る
通
用
で
あ
る
。 

 

以
上
は
、
発
音
や
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
文
字
の
通
用

関
係
で
あ
り
、
文
意
の
読
み
と
り
に
大
き
な
違
い
は
生
じ
な
い
も

の
で
あ
る
。
古
代
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
こ
の
程
度
の
文
字
の
揺
れ

が
あ
る
の
は
む
し
ろ
普
通
で
あ
り
、
そ
う
し
た
違
い
を
乗
り
越
え

て
、
文
意
は
継
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

だ
が
一
方
で
、
テ
キ
ス
ト
の
若
干
の
乱
れ
を
示
唆
し
て
く
れ
る

も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
や
や
重
要
な
点
で
あ
る
。
ま
ず
現
行
本
の

記
載
を
記
す
。 
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子
曰
、
「
由
之
瑟
、
奚
為
於
丘
之
門
」
。
門
人
不
敬
子
路
。 

 
 

子
曰
、
「
由
也
升
堂
矣
。
未
入
於
室
也
」
。
（
先
進
篇
） 

 
 

子
曰
く
、
「
由ゆ

う

の
瑟し

つ

、
奚な

ん

為す

れ
ぞ
丘

き
ゅ
う

の
門
に
於お

い
て
せ 

 
 

ん
」
。
門
人
子
路
を
敬
せ
ず
。
子
曰
く
、
「
由
や
堂
に
升の

ぼ

れ 

 
 

り
。
未
だ
室
に
入
ら
ざ
る
な
り
」
。 

  

孔
子
が
、
弟
子
の
子
路
の
弾
く
「
瑟
」
（
大
琴
）
に
つ
い
て
批

評
す
る
一
章
で
あ
る
。
実
は
、
冒
頭
に
「
由
（
子
路
）
の
瑟
」
と

あ
る
所
を
、
梁
の
皇
侃
の
『
論
語
義
疏
』
は
、
「
由
の
鼓
瑟
」
と

記
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
子
路
の
奏
で
る
鼓
と
大
琴

と
い
う
意
味
に
な
り
、
現
行
本
と
少
し
意
味
が
異
な
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
壌
簡
本
は
、
や
は
り
「
瑟
」
と
記
し
て
い
る
。
な

ぜ
、
『
論
語
義
疏
』
は
、
「
鼓
瑟
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
古

く
か
ら
そ
う
記
す
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
た
ま
で
だ
と

も
考
え
ら
れ
る
。 

 

で
は
な
ぜ
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
「
鼓
瑟
」
と
し
た
の
か
。
や
は
り

疑
問
が
残
る
。
あ
く
ま
で
推
測
で
は
あ
る
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は

筆
写
の
際
、
こ
の
二
つ
後
の
章
に
引
き
ず
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
本
章
の
二
つ
後
の
章
と
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
季
氏
富
於
周

公
。
而
求
也
為
之
聚
斂
而
附
益
之
。
子
曰
、
非
吾
徒
也
、
小
子
鳴

鼓
而
攻
之
、
可
也
」
（
先
進
篇
）
で
あ
る
。
特
に
、
「
小
子
鼓
を

鳴
ら
し
て
之
を
攻
め
て
、
可
な
り
」
と
あ
る
所
に
注
目
し
た
い
。

あ
る
程
度
の
長
い
竹
簡
に
な
る
と
、
複
数
の
章
の
字
句
が
隣
接
し

て
筆
写
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
筆
写
者
は
筆
写
元
の
竹
簡
の

「
鼓
」
の
字
に
目
移
り
し
て
、
こ
こ
も
「
鼓
瑟
」
と
記
し
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
竹
簡
本
の
発
見
は
、
そ
ん
な
推
測
も

可
能
に
し
て
く
れ
る
。 

 

次
に
、
孔
子
の
呼
称
の
問
題
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

  
 

子
曰
、
「
回
也
、
非
助
我
者
也
。
於
吾
言
、
無
所
不
説
」 

 
 
(

先
進
篇) 

 
 

子
曰
く
、
「
回
や
、
我
を
助
く
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。 

 
 

吾
が
言
に
於
い
て
、
説

よ
ろ
こ

ば
ざ
る
所
無
し
」
。 

  

孔
子
が
顔
回
を
評
し
た
章
で
あ
る
。
竹
簡
本
は
次
の
よ
う
に
記

す
。 

  
 

孔
子
曰
、
「
回
也
、
非
助
我
者
也
。
於
吾
言
、
無
所
不 

 
 

説
」
。 

  

現
行
本
は
「
子
」
、
平
壌
簡
本
は
「
孔
子
」
。
ち
な
み
に
、
定

州
簡
本
は
「
子
」
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
他
の
箇
所
で
も
多
々

見
ら
れ
、
孔
子
の
呼
称
に
関
し
て
は
、
か
な
り
ラ
ン
ダ
ム
な
使
い

方
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
つ
い
で
に
言
え
ば
、
現
行
本

も
竹
簡
本
も
、
こ
の
同
一
章
の
中
で
「
我
」
と
「
吾
」
が
併
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
こ
れ
も
古
く
か
ら
「
わ
れ
」
の
意
味

で
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。｢

子
」
と
「
孔
子
」
、
「
我
」

と
「
吾
」
の
違
い
だ
け
で
、
テ
キ
ス
ト
の
新
旧
を
論
断
す
る
の

は
、
極
め
て
危
険
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 



－142－ 

 

ま
た
、
分
章
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

現
行
本
で
二
つ
の
章
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
並
べ
て
引
い
て
み
よ

う
。 

  
 

柴
也
愚
、
參
也
魯
、
師
也
辟
、
由
也
喭
。
（
先
進
篇
） 

 
 

柴さ
い

や
愚ぐ

、
参し

ん

や
魯ろ

、
師し

や
辟へ

き

、
由ゆ

う

や
喭が

ん

。 

  
 

子
曰
、
「
回
也
其
庶
乎
。
屢
空
。
賜
不
受
命
、
而
貨
殖
焉
。 

 
 

億
則
屢
中
」
。
（
先
進
篇
） 

 
 

子
曰
く
、
「
回
や
其
れ
庶ち

か

き
か
。
屢

空

し
ば
し
ば
む
な

し
。
賜し

は
命め

い

を
受 

 
 

け
ず
し
て
貨
殖
す
。

億
お
も
ん
ば
か

れ
ば
則
ち
屢
中あ

た

る
」
。 

  

前
の
章
で
は
、
子
羔
、
曾
参
、
子
張
、
子
路
の
人
格
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
短
い
評
言
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
子
曰
く
」
と

は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
孔
子
の
言
葉
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
。
後
の
方
は
、
「
子
曰
く
」
と
し
て
、
い
つ
も
困
窮
し

て
い
る
顔
回
に
つ
い
て
孔
子
が
述
べ
た
有
名
な
章
で
あ
る
。 

 

で
は
こ
の
二
章
、
竹
簡
本
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
実
は
、
竹
簡
本
で
は
、
こ
の
二
つ
は
一
つ
の
章
と
し
て
連
続

し
て
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
念
の
た
め
、
そ
れ
も
引
用
し
て
お
く
。 

  
 

柴
也
愚
、
【
參
】
也
魯
、
師
也
【
辟
】
、
由
也
獻
。
孔
子 

 
 

曰
、
「
回
也
其
□
□
。
屢
空
。
賜
不
受
命
、
如
□
□
焉
、 

 
 

【
億
】
則
【
居
】
中
」
。 

 

 

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
、
弟
子
の
子
羔
、
曾
参
、
子
張
、
子
路
、

顔
回
に
つ
い
て
、
孔
子
が
連
続
し
て
批
評
し
た
章
で
あ
っ
た
と
い

う
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
分
章
の
違
い
が
、
平
壌
簡
本
に
も

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
、
『
論
語
』
の
テ
キ
ス
ト

が
大
き
く
乱
れ
て
い
た
と
か
、
現
行
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
細
か
な
違
い
は
多
々
あ
る
と
し
て
も
、

や
は
り
『
論
語
』
は
、
当
時
す
で
に
定
着
し
、
楽
浪
郡
と
い
う
辺

境
地
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
『
論
語
』
の
伝
播
力
で
あ

る
。
平
壌
簡
本
の
発
見
は
、
画
期
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
楽

浪
郡
だ
け
に
特
別
に
伝
わ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
よ
う
な

辺
境
地
に
『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
る
以
上
、
『
論

語
』
は
、
す
で
に
前
漢
時
代
に
は
全
国
に
普
及
し
、
孔
子
の
思
想

は
知
識
人
や
役
人
に
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。 

  
 
 

結 

語 

  
本
稿
で
は
、
出
土
文
献
を
手
が
か
り
と
し
て
、
『
論
語
』
の
流

伝
状
況
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。
上
博
楚
簡
に
は
、
『
論

語
』
と
類
似
す
る
文
言
が
多
々
見
ら
れ
、
戦
国
時
代
に
お
い
て

『
論
語
』
の
素
材
が
様
々
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

た
。 
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ま
た
、
定
州
簡
『
論
語
』
や
平
壌
簡
『
論
語
』
は
、
漢
代
に
お

け
る
『
論
語
』
テ
キ
ス
ト
の
伝
播
が
予
想
以
上
に
進
ん
で
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
『
論
語
』
の
形
成
と
展
開
は
、
戦
国
時
代

後
半
か
ら
漢
代
初
期
に
お
い
て
急
速
な
展
開
を
見
せ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

も
っ
と
も
『
論
語
』
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
謎
が
多
い
。

そ
の
名
称
、
編
纂
、
伝
来
。
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
そ
れ
を
解
明

す
る
た
め
の
手
が
か
り
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

近
年
次
々
と
発
見
さ
れ
て
い
る
新
出
土
文
献
は
、
そ
の
状
況
に
一

筋
の
光
明
を
与
え
て
く
れ
る
。
出
土
文
献
の
解
析
に
よ
り
、
貴
重

な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

注 （
１
）
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接
と
分
節
に
つ
い
て
」

（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
四
年
）
、
お
よ
び
「
上
博
楚

簡
『
従
政
』
と
儒
家
の
「
従
政
」
」
（
同
）
参
照
。 

（
２
）
上
博
楚
簡
の
筆
写
時
期
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
上
博
楚
簡
研
究
』

（
湯
浅
邦
弘
編
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。 

（
３
）
河
北
省
文
物
研
究
所
定
州
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
定
州
漢
墓
竹
簡

『
論
語
』
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。 

（
４
）
以
上
の
定
州
簡
『
論
語
』
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、

注
３
の
『
定
州
漢
墓
竹
簡
『
論
語
』
』
を
参
考
と
し
た
。 

（
５
）
定
州
簡
『
論
語
』
は
、
残
念
な
が
ら
図
版
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
以
下
の
釈
読
に
際
し
て
は
、
前
掲
の
『
定
州
漢
墓
竹
簡
『
論
語
』
』

の
釈
文
に
よ
る
。 

（
６
）
王
沢
強
「
中
山
王
墓
出
土
的
漢
簡
《
論
語
》
新
論
」
（
『
孔
子
研

究
』
二
〇
一
一
年
第
四
期
）
は
、
こ
の
ほ
か
、
恵
帝
の
諱
「
盈
」
、
文
帝

の
諱
「
恒
」
、
武
帝
の
諱
「
徹
」
、
昭
帝
の
諱
「
陵
」
に
つ
い
て
も
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
定
州
簡
本
が
宮
廷
内
で
太
子
教
育
に

使
わ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
は
考
え
に
く
く
、
恐
ら
く
は
、
民
間
に
流
伝
し
て

い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
前
漢
期
に
お
い
て
避

諱
の
ル
ー
ル
が
ど
れ
ほ
ど
厳
格
に
適
用
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
な
点
も
多

く
、
必
ず
し
も
民
間
流
伝
の
テ
キ
ス
ト
と
は
断
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
。 

（
７
）
平
壌
簡
『
論
語
』
の
基
礎
的
情
報
お
よ
び
釈
文
に
つ
い
て
は
、
李
成

市
・
尹
龍
九
・
金
慶
浩
筆
、
橋
本
繁
訳
「
平
壌
貞
柏
洞
三
六
四
号
墳
出
土

竹
簡
『
論
語
』
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
十
四
号
、
二

〇
一
〇
年
）
を
参
考
に
し
た
。 

            




